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西丹沢 ミツバ岳・権現山山行記録 

記：鳥切昇治 

 

期  日：２０１９年３月８日（金） 天候：快晴 

山  域：西丹沢 ミツバ岳（835ｍ）・権現山（1019ｍ） 

メンバー：エミさん 鳥切昇治 

エミさんが三椏の花が咲いている西丹沢のミツバ岳と権現山に一人で登ることを知り、同

行させて頂くことになり、エミさんのマイカーで丹沢湖の駐車場へ向った。 

三椏の花は二分咲き位でしたが、天気は快晴、前夜の雪で裾野まで純白に雪化粧した

富士山が印象的でした。登山中は誰にも会わず、道は獣道の様で静かな山行でした。 

行動記録 

コースタイム 

丹沢湖駐車場 9：03―9：41 滝壷登山口―10：59 ミツバ岳 11：16―11：59 権現山 12：50

―661ｍピーク 13：40―14：08 浅瀬入口登山口―14：20 丹沢湖駐車場 

三椏の花咲くミツバ岳から富士山を望む 
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丹沢湖へ向かう途中、丹沢の山並みが前

夜に降ったと思われる雪で白くなっている。

今日登る山も降っているのかと心配になっ

たが、丹沢湖の駐車場に着いて周囲の山

を見ると雪は無くほっとする。空気は冷たい

が日差しが暖かいせいか寒さは感じない。 

 

滝壷登山口へ向かう。永歳橋を渡ってい

ると左手に真っ白な富士山が見えた。浅瀬

入口の信号を左に折れトンネルに入る。冷

たい風に首を竦める。丹沢湖畔の道路を４

０分ほど歩いて、「たきつぼはし」と書かれ

た橋の先にミツバ岳の登山口はあった。 

杉林の急な道を登る。明瞭ではない道をジグザグに登って行く。杉林の中の所々に三椏

があり黄色い花が咲いている。ツボミは白く、咲いていない白が多い。雑木林になって道

は落葉と枯れ枝で不明瞭になる。傾斜が緩くなり、はっきりしないが標石がありそこがミツバ 

 

岳の山頂の様だった。西側に行くと三椏の木が畑に植えてあるように沢山あり花も咲いて

いる。三椏の先に富士山が見えた。 

写真撮影してから権現山へ向かう。落葉と枯れ枝で獣道の様な不明瞭な踏み跡を辿り

下って行く。やがて登りになり眺望の利かない雑木林の中を登る。地面が柔らかくて気持

三椏の花を見ながらミツバ岳に登る 雑木林の中の不明瞭な道を登る 

ミツバ岳への滝壷登山口 

永歳橋から富士山 
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ちが良い。熊と思われる糞が大量にあり急いで鈴を出す。なだらかになって登って行くと二

卓のテーブルがありその先に道標が見え

た。権現山の山頂（1019ｍ）に到着した。雪

が積ってなくて良かった。 

このテーブルでランチタイムにする。雑木

林の中なので眺望は良くないが樹越しに

雪山が見える。早速地図と磁石を出して確

認すると、蛭ケ岳～丹沢山～塔ノ岳の山並

みだった。その左手に桧洞丸も見える。 

 

眼下には中川温泉の建物が見える。風も

弱く日差しがあり暖かく感じる。 

帰路は二本杉峠に下り中川の細川橋に出

る予定であった。エミさんがスマホに入れて

いる地図アプリに浅瀬入口に下るルートが

表示されていて行ってみたいと言う。道が

不明瞭で初心者は入らない様にとある。 

 

スマホの地図で確認すると、ルートは６６１

ｍのピーク目指して直線的に下って行く。

行ってみようと言う事になり山頂で写真を

撮ってから出発する。 

 

雑木林の中のなだらかな稜線を南西側に３

００ｍ程下って行くと道標があり丹沢湖まで

２．５ｋｍとあった。下を覗き込むと杉林に囲

まれた６６１ｍのピークが見え、その先は 

丹沢湖だった。雑木林の急坂の踏跡を辿り

丹沢湖まで２．５ｋｍの道標 

雑木林の急坂の踏跡を辿りながら下る 

樹越しに蛭ケ岳～丹沢山～塔ノ岳の山並み 

権現山の山頂で 
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ながら下る。途中に道標があり、杉林に入

って少し登ると６６１ｍのピークだった。水力

発電所の取水口設備がある所からは道が

整備されていて、程なく登山口の浅瀬入口

に着いた。交差点信号のすぐ脇だった。永

歳橋を渡りながら振り返ると６６１ｍのピーク

が見えた。登山中、誰にも会わないなんて

初めての経験だ。 

浅瀬入口に直接下って来たので予定より

早く丹沢湖駐車場に戻り、帰路に着いた。 

《参考》歩行距離：９.３ｋｍ 高低差：６９３ｍ 累積上り/下り：８９９ｍ/９００ｍ 

以上 

 

《ミツバ岳の三椏の花》 

浅瀬入口の登山口に到着 


